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日
本
の
化
学
産
業
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

シ
ェ
ー
ル
革
命
に
新
商
機
競
争
力
向
上
へ
研
究
開
発
強
化

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
化
学
業

界
の
業
績
が
回
復
に
転
じ
た
。
円

安
で
国
内
電
機
産
業
が
息
を
吹
き

返
し
、
電
子
部
材
な
ど
に
使
う
高

機
能
化
学
品
の
需
要
が
回
復
。
法

人
税
引
き
下
げ
や
労
働
規
制
緩
和

と
い
っ
た
国
際
競
争
力
強
化
へ
の

取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
た
だ
、

最
大
の
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
解
決
は
困
難
な
ま
ま
。

米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
、
中
東
の

天
然
ガ
ス
な
ど
安
い
原
料
を
武
器

と
す
る
諸
外
国
に
ど
う
立
ち
向
か

い
、
日
本
の
化
学
産
業
を
世
界
に

ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
、
日
本

化
学
工
業
協
会
の
高
橋
恭
平
会
長

昭
和
電
工
会
長

に
聞
い
た
。

◇
　
　
◇

　
―
２
０
１
７
年
に
も
米
国
で
安

い
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
化
学
品

生
産
が
本
格
化
し
ま
す
。

　
「
中
東
の
石
油
に
頼
っ
て
い
た

構
造
が
大
き
く
変
わ
る
だ
け
に
、

国
内
化
学
産
業
に
対
し
て
も
大
き

な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、

大
げ
さ
に
騒
ぐ
の
で
は
な
く
冷
静

に
分
析
し
、
き
ち
ん
と
対
応
す
べ

き
だ
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
か
ら
は
製

造
で
き
な
い
ブ
タ
ジ
エ
ン
や
大
型

設
備
で
は
対
応
で
き
な
い
少
量
生

産
の
高
機
能
化
学
品
な
ど
、
シ
ェ

ー
ル
革
命
に
よ
り
国
内
化
学
メ
ー

カ
ー
の
新
た
な
商
機
も
生
ま
れ

る
。
汎
用
化
学
品
に
お
い
て
も
、

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
相
対
的
に
リ
ス
ク
の
低
い

米
国
に
生
産
設
備
を
持
つ
と
い
う

よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
る
」

　
―
国
内
化
学
産
業
の
成
長
に
不

可
欠
な
こ
と
は
。

　
「
世
界
に
先
駆
け
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

革
新

を
生
み
出
し
、

国
際
競
争
力
を
高
め
て
き
た
研
究

開
発
の
強
化
だ
。
世
界
中
の
市
場

に
日
本
発
の
素
材
な
り
コ
ン
セ
プ

ト
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が

世
界
の
中
で
日
本
が
存
在
感
を
保

ち
う
る
一
つ
の
や
り
方
。
諸
外
国

が
簡
単
に
ま
ね
で
き
な
い
高
付
加

価
値
な
化
学
素
材
の
開
発
を
絶
え

間
な
く
続
け
る
こ
と
が
成
長
に
不

可
欠
だ
。
法
人
税
な
ど
の
特
別
控

除
上
限
の
引
き
上
げ
な
ど
、
世
界

に
誇
る
研
究
開
発
力
を
維
持
・
強

化
す
る
支
援
策
を
政
府
に
要
望
し

て
い
く
」

　
―

年
以
降
、
化
学
プ
ラ
ン
ト

で
相
次
い
だ
事
故
防
止
策
も
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
「
事
故
防
止
に
は
各
社
が
持
つ

情
報
の
共
有
が
カ
ギ
に
な
る
。
こ

の
た
め
、
会
員
企
業
の
事
故
報
告

書
を
分
析
し
て
緊
急
時
の
対
応
に

必
要
な
ポ
イ
ン
ト
や
再
発
防
止
策

を
３
月
に

保
安
事
故
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
石

油
連
盟
、
石
油
化
学
工
業
協
会
な

ど
と
情
報
交
流
会
を
行
っ
た
。
今

後
は
、
実
際
に
現
場
で
安
全
対
策

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
現
場
担

当
者
に
使
い
や
す
く
し
た
改
訂
版

を
発
行
し
た
い
」

　
―

年
５
月
、
国
際
化
学
工
業

協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

の
理

事
会
が
初
め
て
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
に
は
約

カ
国
の
化
学
工
業
会
の
代
表
者
が

集
ま
る
。
世
界
の
化
学
大
手
幹
部

と
交
流
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
も

あ
り
、
国
内
化
学
メ
ー
カ
ー
の
ト

ッ
プ
に
出
席
を
要
請
し
た
。
日
米

欧
３
地
域
の
産
業
界
を
代
表
す
る

人
物
に

地
球
の
未
来
を
創
る
化

学

に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら

う
。
各
国
の
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
計
画
し

て
い
る
。
製
造
業
を
支
え
る
縁
の

下
の
力
持
ち
と
い
う
立
場
に
甘
ん

じ
ず
、
日
本
の
化
学
産
業
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
に
し
た

い
」

月日「化学の日」に

産学一体で制定、魅力広く紹介

　
日
本
化
学
会
、
化
学
工
学

会
、
新
化
学
技
術
推
進
協

会
、
日
本
化
学
工
業
協
会
は

月

日
を
「
化
学
の
日
、

月

日
を
含
む
週
を
「
化

学
週
間
」
に
制
定
し
た
。
ア

ボ
ガ
ド
ロ
定
数

１

の
物

質
中
に
存
在
す
る
粒
子
の
数

６
・

×

の

乗

に
由

来
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
４
団
体
は
「
夢

・
化
学
―

」
委
員
会
と
し

て
子
供
向
け
に
化
学
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
化
学
の
日
、
化

学
週
間
は
身
の
回
り
に
あ
ふ

れ
る
化
学
を
知
り
認
識
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
す
る
た
め

の
試
み
だ
。
ま
た
若
い
世
代

に
化
学
へ
の
理
解
を
促
し
、

化
学
の
力
や
魅
力
を
発
信
す

る
。
ア
カ
デ
ミ
ア
、
化
学
産

業
が
一
体
と
な
り
制
定
し
た

意
味
は
大
き
く
、
産
学
連
携

の
促
進
に
も
貢
献
す
る
。

　
４
団
体
は
大
学
、
研
究

所
、
化
学
メ
ー
カ
ー
の
工
場

な
ど
独
自
に
行
っ
て
い
る
実

験
教
室
や
見
学
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
、
化
学
の
日
ま
た

は
化
学
週
間
に
同
時
に
開
催

す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
い
ア

ピ
ー
ル
力
を
発
揮
す
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
化
学
関

連
の
団
体
、
企
業
な
ど
に
も

呼
び
か
け
、
化
学
の
輪
を

広
げ
て
い
く
。

　
国
内
化
学
業
界
で
石
油
化
学
基
礎
原
料
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
の
生
産
再
編
が
始
ま
っ

た
。
三
菱
化
学
鹿
島
事
業
所

茨
城
県
神
栖
市

、
住
友
化
学
千
葉
工
場

千
葉
県

市
原
市

、
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
水
島
製
造
所

岡
山
県
倉
敷
市

の
エ
チ
レ
ン
生

産
設
備
が
停
止
す
る
２
０
１
６
年
の
国
内
生
産
能
力
は
現
状
比
２
割
減
の
６
０
０
万

に
減
る
。
エ
チ
レ
ン
を
原
料
と
す
る
汎
用
化
学
品
の
生
産
再
編
も
必
須
と
な
る

中
、
国
内
化
学
品
生
産
拠
点
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
描
く
の
か
。

日
本
企
業
の
強
み
生
か
す
ブ
タ
ジ
エ
ン
抽
出
で
新
製
法

生産再編と成長戦略
化学市場の動向国内のエチレン設備

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 １０月２９日 火曜日 　　

　
「
１
―
８
月
の
国
内
エ
チ

レ
ン
生
産
は
前
年
同
期
比
８

％
増
の
４
３
８
万

。
公
共

投
資
の
拡
大
や
住
宅
着
工
件

数
増
で
生
産
量
の
継
続
拡
大

が
見
込
め
る
」
。
石
油
化
学

工
業
協
会
の
小
林
喜
光
会
長

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
社
長

は
国
内
エ

チ
レ
ン
生
産
回
復
へ
の
期
待

感
を
こ
う
話
す
。
要
因
は
円

安
で
国
内
品
の
価
格
競
争
力

が
回
復
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
で
国
内
景
気
に
明
る
さ

が
増
し
た
こ
と
だ
。

　
円
高
が
続
い
た

年
の
国

内
エ
チ
レ
ン
生
産
は
６
１
４

万

と
、
１
９
９
４
年
以

来
、

年
ぶ
り
の
低
水
準
に

落
ち
込
ん
だ
。
内
需
低
迷
に

加
え
、
円
高
で
輸
出
が
減
少

し
、
中
国
な
ど
か
ら
の
輸
入

が
増
加
し
た
か
ら
だ
。
こ
の

動
き
が
円
安
で
変
わ
っ
た
。

主
要
な
エ
チ
レ
ン
系
化
学
品

の
輸
出
か
ら
輸
入
を
差
し
引

い
た
エ
チ
レ
ン
換
算
輸
出
入

バ
ラ
ン
ス
は
１
―
６
月
期
に

万
６
８
０
０

と

年
下

期
以
来
の

万

超
を
記

録
。

年
の
エ
チ
レ
ン
生
産

量
も
約
６
５
０
万

に
回
復

し
そ
う
だ
。

　
た
だ
、
９
月
の
国
内
エ
チ

レ
ン
生
産
設
備
の
平
均
稼
働

率
は

・
８
％
と
、
好
不
調

の
目
安
と
な
る

％
を

カ

月
連
続
で
下
回
っ
た
ま
ま
。

顧
客
で
あ
る
自
動
車
・
電
機

メ
ー
カ
ー
の
海
外
生
産
拡
大

で
化
学
品
の
内
需
は
年
５
０

０
万

に
減
る
見
通
し
。

　
だ
が
、
円
安
で
輸
出
減
に

歯
止
め
が
か
か
っ
た
。
一
連

の
エ
チ
レ
ン
生
産
再
編
が
予

定
通
り
に
進
め
ば
、
稼
働
率

％
を
回
復
す
る
道
筋
が
整

い
、
国
内
エ
チ
レ
ン
生
産
再

編
の
動
き
が
一
段
落
し
た
と

の
見
方
も
あ
る
。
こ
の
た
め

小
林
会
長
は
「
シ
ェ
ー
ル
革

命
の
本
格
化
で
原
燃
料
の
地

政
学
リ
ス
ク
が
大
き
く
変
わ

る

年
に
向
け
た
経
営
戦
略

が
重
要
に
な
る
」
と
指
摘
す

る
。

　
米
国
で
は

年
に
も
安
価

な
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
汎

用
化
学
品
生
産
が
本
格
化
す

る
見
通
し
。
中
東
で
は
天
然

ガ
ス
、
中
国
で
も
石
炭
由
来

の
化
学
品
生
産
設
備
の
新
設

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
。
安
い
原

料
を
武
器
と
す
る
海
外
勢
に

対
し
、
化
学
各
社
の
国
内
生

産
拠
点
が
生
き
残
る
道
は
残

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
そ
の
答
え
の
一
つ
と
な
り

そ
う
な
の
が
、
日
本
企
業
が

強
み
を
持
つ
触
媒
、
生
産
プ

ロ
セ
ス
技
術
を
生
か
し
た
戦

略
だ
。
そ
の
動
き
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

は
ナ
フ
サ
か
ら
ブ

タ
ジ
エ
ン
抽
出
後
に
残
っ
た

ブ
テ
ン
か
ら
ブ
タ
ジ
エ
ン
を

再
抽
出
す
る
新
製
法
を
確

立
。
昭
和
電
工
も
大
分
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト

大
分
市

で
塗

料
用
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

を
原
料
に
ブ
タ
ジ
エ
ン
を
生

産
す
る
計
画
。
旭
化
成
も
ブ

テ
ン
か
ら
ブ
タ
ジ
エ
ン
を
生

産
す
る
新
製
法
の
実
証
を
始

め
た
。
ブ
タ
ジ
エ
ン
は
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
や
天
然
ガ
ス
由
来

の
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
で
は

ほ
と
ん
ど
生
産
で
き
な
い
た

め
、
日
本
の
競
争
力
と
な

る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
は
水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

岡
山
県

倉
敷
市

、
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト

茨
城
県
神
栖
市

で

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
過
酷
度
流
動
接
触
分
解

装
置

Ｈ
Ｓ
―
Ｆ
Ｃ
Ｃ

で

重
油
か
ら
抽
出
し
た
ブ
テ
ン

か
ら
ブ
タ
ジ
エ
ン
を
作
る
検

討
も
始
め
た
。
石
油
化
学
の

上
流
に
位
置
す
る
石
油
精
製

メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
競
争

力
強
化
策
も

年
に
向
け
た

課
題
と
な
り
そ
う
だ
。


